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ワクチン導入前後の肺炎球菌血清型別及び薬剤耐性遺伝子の保有状況の変移
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要 旨

国内で7価肺炎球菌結合型ワクチン（以下，“PCV7”とする．），13価肺炎球菌結合型ワクチ

ン（以下，“PCV13”とする．；PCV7に6種類の血清型多糖を新たに加えたワクチン）が導入さ

れた前後の2008年，2011年，2014年の感染症発生動向調査事業において分離または搬入された

肺炎球菌について血清型別検査を実施した．さらに，当所に保存されている菌株情報から薬剤

耐性遺伝子の保有状況について調査した．その結果，3種類の血清型においてワクチン導入の

影響と示唆される変移がみられた．また，血清型によって薬剤耐性遺伝子の保有菌株数に変移

のみられたものもあった．
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はじめに

国内では2010年11月にPCV7の5歳未満の小

児に対する公費助成が開始され，2013年4月
に定期接種化となり，2013年11月にはPCV13
が定期接種に用いられるようになった．PCV7
及びPCV13それぞれの導入前後に当所で分離

または菌株として搬入された肺炎球菌につい

て血清型別検査を実施した．また，当所の菌

株情報から薬剤耐性遺伝子の保有状況を調査

したのでその結果を報告する．

材料及び方法

感染症発生動向調査事業において分離され

た主に小児の後鼻腔由来肺炎球菌について，

PCV7の小児への公費助成が開始する以前の

2008年，PCV7導入からPCV13導入までの間

の2011年，PCV13導入後の2014年に採取され

たものを対象とした．

１ 血清型別試験

対象菌株のうち2008年の50株，2011年の40
株，2014年の40株の計130株について肺炎球

菌莢膜型別用免疫血清「生研」（デンカ生研）

を用いて血清型別試験を実施した．

２ 薬剤耐性遺伝子

ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP）遺伝子

検出試薬（湧永製薬）を用いて薬剤耐性遺伝

子を検査した１）菌株のうち，血清型別試験

を実施した菌株について調査した．調査項目

は，ペニシリン結合蛋白をコードする3種類

の遺伝子（pbp1a，pbp2x，pbp2b）の変異及

びマクロライド耐性遺伝子であるmefA（軽

度耐性遺伝子），ermB（高度耐性遺伝子）の

保有状況についてである．

結果及び考察

血清型別試験の結果を表1及び図1に示す．6
型は2008年は10株（20.0％），2011年は10株
（25.0％）検出されたが，2014年には検出さ

れなかった．15型は2008年は1株（2.0％），2010
年は2株（5.0％）検出されたが2014年には6
株（15.0％）検出され，全体に占める割合が

増加した．35型は2008年，2011年には検出さ

れなかったが，2014年には4株（10.0％）検

出された．

各肺炎球菌ワクチンの含有血清については

表2に示す．6型には6A，6B，6C，6Dの4つ
の亜型があり，PCV7は6B，PCV13は6Aと6B
を含有している．PCV7，PCV13のどちらも15
型及び35型を含有していない．これらのこと

が検出率の変化に影響を及ぼしたのではない

かと推察され，今後も検出率が増加する可能

性があると思われる．
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表１ 肺炎球菌の血清型別結果

血清型分類別の薬剤耐性遺伝子の保有状況

はpbp1a，pbp2x，pbp2bの変異については図2，
mefA，ermB の保有状況については図 3 に示

す．各年において検出数が最も多い 19 型は

pbp1a+2x+2b変異株が最も多く見られ，検出

数は2008年は8株，2011年は9株，2014年は4
株であった．またマクロライド耐性について

は2008年，2011年はmefA保有株が最も多く検

出され，それぞれ8株ずつであったのに対し

2014年は7株全てがmefA，ermBの両方を保有

していた．次に検出数の多い6型は2008年は

pbp2x変異株とpbp1a+2x+2b変異株が最も多

く，それぞれ4株ずつ検出されたが，2011年
にはpbp1a+2x+2b変異株が最も多く9株検出

された．また，マクロライド耐性については

ermB保有株が最も多く検出され，2008年は8
株，2011年は9株検出された．15型は各年で

検出されているが，全てermB保有株のみで

あった．2014年のみに検出された35型は全て

ermB保有株であった．

今回の結果では，血清型によっては薬剤耐

性遺伝子の保有状況に変移のみられるものも

あったが，肺炎球菌ワクチン導入との明確な

関連性は認めることができなかった．今後継

続して調査を行い，動向を注視していきたい．
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図１ 肺炎球菌の血清型別分類

表２ 各肺炎球菌ワクチンの含有血清２）

＊1 PPV23：23価肺炎球菌ポリサッカライドワクチン，2014年10月に高齢者を対象とした定

期接種が開始された

＿：肺炎球菌莢膜型別用免疫血清（デンカ生研）で型別のできる血清型
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図２ 肺炎球菌の血清型分類別薬剤耐性遺伝子検出結果（pbp変異）

図３ 肺炎球菌の血清型分類別薬剤耐性遺伝子検出結果（マクロライド耐性）
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